
百日咳の疫学パラメータ

• 病原体：グラム陰性桿菌である百日咳菌、一部はパラ百日咳菌が原因

• 潜伏期間：7 ～ 10 日（最大20日）

• 感染経路：呼吸器からの飛沫感染、接触感染

• 好発年齢：いずれの年齢でも感染するが、小児が中心となる。

• 有症状期間：カタル期（約2週間持続）、痙咳期（約2～3週間持続）、
回復期（～約２、3か月で回復）

• 感染危険期間：患者からの菌排出は咳の開始から約3週間持続するが、
エリスロマイシンなどによる適切な治療により、服用開始から5日後
には菌の分離はほぼ陰性となる。

参考：感染研ホームページ RSウイルス感染症とは

東京都感染症マニュアル RSウイルス感染症



百日咳の治療薬について
抗微生物薬適正使用の手引き第二版
（ダイジェスト版）

抗微生物薬適正使用の手引き第三版

アジスロマイシンが
手引き内に明記された

引用：厚労省 抗微生物薬適正使用の手引き


